
(57)【要約】

反射型液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置は、装置の周辺

領域に形成された第１金属層（２２０）（画素金属層）

の周辺部と装置の画素領域に形成された第２金属層（２

２４）の遮光部との間に延在する壁部（２２６）を有す

る。この構造は、装置の周辺領域の基板に光が到達する

のを防止する。したがって、装置の周辺領域に形成され

た第２金属層の一部を、信号伝送に用いることができる

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
－ 　 シ リ コ ン 基 板 と 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の ア レ イ 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 周 辺 部 を 有 す る 、 前 記 基 板 の 上
の 第 １ 金 属 層 と 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 遮 光 部 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 複 数 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る 、 前 記 第 １
金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 の 第 ２ 金 属 層 と 、
－ 　 前 記 第 ２ 金 属 層 の 遮 光 部 の 上 に 存 在 し 、 前 記 第 １ 金 属 層 の 周 辺 部 に ほ ぼ 延 在 す る 壁 部
と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 壁 部 を 前 記 画 素 領 域 の 周 り で 連 続 的 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶
デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 壁 部 が 不 透 明 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 に 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 を 更 に 具 え 、 こ れ ら 第 ３ 及 び 第 ４
金 属 層 が そ れ ぞ れ 、 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 他 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 の 遮 光 部 の 電 位 が 、 前 記 第 １ 金 属 層 の 周 辺 部 の 電 位 と 異 な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
－ 　 シ リ コ ン 基 板 と 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の ア レ イ 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 周 辺 部 を 有 す る 、 前 記 基 板 の 上
の 第 １ 金 属 層 と 、
－ 　 前 記 画 素 電 極 の ア レ イ の 下 の 第 ２ 金 属 層 と 、
－ 　 前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 第 １ 金 属 層 の 周 辺 部 と の 間 に ほ ぼ 延 在 す る 、 前 記 画 素 領 域 の エ
ッ ジ に 沿 っ た 壁 部 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 壁 部 を 前 記 画 素 領 域 の 周 り で 連 続 的 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶
デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 壁 部 が 不 透 明 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 が 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 遮 光 部 と 、
－ 　 前 記 周 辺 領 域 の 複 数 の 信 号 伝 送 ラ イ ン と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液
晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 に 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 を 更 に 具 え 、 こ れ ら 第 ３ 及 び 第 ４
金 属 層 が そ れ ぞ れ 、 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 他 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 に 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 を 更 に 具 え 、 こ れ ら 第 ３ 及 び 第 ４
金 属 層 が そ れ ぞ れ 、 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 他 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
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－ 　 シ リ コ ン 基 板 と 、
－ 　 遮 光 部 と を 具 え 、 そ の 遮 光 部 が 、
前 記 遮 光 領 域 の 周 辺 部 を 有 す る 第 １ 金 属 層 と 、
前 記 画 素 領 域 の 第 ２ 金 属 層 の 一 部 と 、
前 記 画 素 領 域 で 前 記 第 １ 金 属 層 と 前 記 第 ２ 金 属 層 の 一 部 と の 間 に ほ ぼ 延 在 す る 壁 部 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 １ 金 属 層 が 、 前 記 画 素 領 域 に 画 素 電 極 の ア レ イ を 更 に 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 １ 金 属 層 が 、 前 記 基 板 の 上 で 前 記 第 ２ 金 属 層 よ り 長 い 距 離 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 が 、 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ２ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 に 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 を 更 に 具 え 、 こ れ ら 第 ３ 及 び 第 ４
金 属 層 が そ れ ぞ れ 、 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 他 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ５ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
－ 　 シ リ コ ン 基 板 と 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の ア レ イ 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 周 辺 部 を 有 す る 、 前 記 基 板 の 上
の 第 １ 金 属 層 と 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 遮 光 部 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 複 数 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る 、 前 記 第 １
金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 の 第 ２ 金 属 層 と 、
－ 　 各 々 が 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 他 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 有 す る 、 前 記 第 ２ 金 属 層 と 前 記 基
板 と の 間 の 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 ３ 及 び 第 ４ 金 属 層 が 、 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 互 い に 直 交 す る 行 列 ラ イ ン を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て
、
－ 　 前 記 基 板 の 上 に 第 １ 金 属 層 を 形 成 し 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の ア レ イ 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 周 辺 部 を 有 す る 第 ２ 金 属 層 を 、
前 記 第 １ 金 属 層 の 上 に 形 成 し 、
－ 　 前 記 第 １ 金 属 層 と 前 記 画 素 金 属 層 の 周 辺 部 と の 間 に ほ ぼ 延 在 す る 、 前 記 画 素 領 域 の エ
ッ ジ に 沿 っ た 壁 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 壁 部 を 前 記 画 素 領 域 の 周 り で 連 続 的 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液
晶 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 壁 部 が 不 透 明 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 第 １ 金 属 層 を 形 成 す る に 際 し 、
－ 　 前 記 画 素 領 域 に 遮 光 部 を 形 成 し 、
－ 　 前 記 周 辺 領 域 に 複 数 の 信 号 伝 送 ラ イ ン を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の
液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 画 素 電 極 を 前 記 第 １ 金 属 層 の 一 部 に 接 続 す る 複 数 の ビ ア を 、 前 記 壁 部 を 形 成 す る 処 理
工 程 と 同 一 処 理 工 程 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 製
造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 Ｌ Ｃ Ｏ Ｓ (liquid crystal on silicon)装 置 の よ う な 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ
Ｄ ） 装 置 の 分 野 に 関 し 、 特 に 、 そ の よ う な 装 置 の 遮 光 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 は 周 知 で あ る 。 そ の よ う な 装 置 、 特 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 装 置 の 例
は 、 米 国 特 許 番 号 第 ６ ， ０ ２ ３ ， ３ ０ ９ 号 及 び 米 国 特 許 番 号 第 ６ ， ０ ５ ２ ， １ ６ ５ 号 に 示
さ れ て い る 。 以 下 の 説 明 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 そ の よ う な 装 置 の 従 来 の 特 徴 と の 関 連
が 理 解 で き る の で 、 本 発 明 の 特 徴 の み を 説 明 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 、 典 型 的 な 従 来 の 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 １ ０ ０ の 一 部 を 示 す 。 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 １ ０ ０
を 、 一 般 的 に は 、 画 素 領 域 １ ０ ０ ａ （ ア ク テ ィ ブ 領 域 ） と 、 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ と に 分 割 す
る こ と が で き る 。 画 素 領 域 １ ０ ０ ａ は 、 画 素 の ア レ イ を 有 し 、 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ は 、 駆 動
信 号 を 画 素 の 各 々 に 供 給 す る 駆 動 回 路 １ ０ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 １ ０ ０ は 、 関 連 の 部 分 に お い て 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ ０ 、 絶 縁 層 １ １ ２ 、 液 晶 層
１ １ ４ 、 イ ン ジ ウ ム 酸 化 第 一 錫 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） の よ う な 透 明 電 極 １ １ ６ 、 及 び ガ ラ ス 層 １ １ ８
と を 具 え る 。 反 射 ミ ラ ー （ 画 素 ） 金 属 層 １ ２ ０ は 、 絶 縁 層 １ １ ２ の 上 の 液 晶 層 １ １ ４ の 下
に 設 け ら れ る 。 ミ ラ ー 金 属 層 １ ２ ０ は 、 画 素 領 域 １ ０ ０ ａ に 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 １ ２ ０
ａ を 有 し 、 光 透 過 領 域 １ ２ ２ は 、 画 素 電 極 １ ２ ０ ａ 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
絶 縁 層 １ １ ２ の 中 の ミ ラ ー 金 属 層 １ ２ ０ と 基 板 １ １ ０ と の 間 に も 、 少 な く と も 三 つ の 金 属
層 １ ２ ４ ， １ ２ ８ 及 び １ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 画 素 領 域 １ ０ ０ ａ に お い て 、 金 属 層 １ ２
８ 及 び １ ３ ０ は 、 互 い に 直 交 す る 行 ラ イ ン 及 び 列 ラ イ ン を 形 成 し 、 そ れ は 、 下 の 基 板 １ １
０ に 形 成 さ れ る 画 素 に 対 す る （ 図 １ に 示 さ な い ） Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 及 び ソ
ー ス 電 極 に 接 続 さ れ る 。 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ に お い て 、 金 属 層 １ ２ ８ 及 び １ ３ ０ は 、 駆 動 回
路 １ ０ ５ の 種 々 の 信 号 を 伝 送 す る 信 号 伝 送 線 を 形 成 す る 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第
４ 金 属 層 １ ２ ０ ， １ ２ ４ ， １ ２ ８ ， １ ３ ０ の 種 々 の 部 分 を 互 い に 接 続 す る 金 属 プ ラ グ 又 は
ビ ア (via)１ ３ ２ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 金 属 層 １ ２ ４ を 設 け て 、 画 素 １ ２ ０ ａ 間 の 透 過 領 域 １ ２ ２ を 通 じ る よ う に 光 が 装
置 に 入 射 し て 基 板 １ １ ０ に 到 達 す る こ と に よ っ て 漏 れ 電 流 が 生 じ 又 は 適 切 な 装 置 の 動 作 に
障 害 が 生 じ る の を 防 止 す る 。 金 属 層 １ ２ ８ 又 は １ ３ ０ の 一 部 が 偶 発 的 に 装 置 へ の 入 射 光 の
一 部 を 遮 断 す る 間 、 図 １ の 構 造 は 、 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ に お い て 必 要 な 遮 光 を 行 な う た め に
、 個 別 の 専 用 の 金 属 層 １ ２ ４ を 必 要 と す る 。 こ の 理 由 は 、 二 つ の 金 属 層 １ ２ ０ と １ ２ ４ と
の 間 で 取 り 出 さ れ た 光 が こ れ ら の 層 の 間 の 複 数 回 の 反 射 の た め に 長 距 離 を 伝 播 す る お そ れ
が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ の 基 板 １ ０ ０ に 光 が 到 達 す る の を 防 止 す る の に 従 来 の 解 決 で 十 分 で あ る
が 、 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ に 他 の 専 用 の 金 属 層 １ ２ ４ が 必 要 と な る 。 し か し な が ら 、 金 属 層 １
２ ４ を 遮 光 専 用 に す る 代 わ り に 周 辺 領 域 １ ０ ０ ｂ の 駆 動 回 路 信 号 伝 送 用 に も 使 用 し 得 る 場
合 、 駆 動 回 路 １ ０ ５ に 必 要 な 領 域 も 減 少 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 従 来 の 装 置 の 周 辺 領 域 に 個 別 の 専 用 の 金 属 層 を 用 い る こ と な く 個 別 の 専 用 の
金 属 層 の 遮 光 機 能 を 達 成 す る の が 望 ま し い 。 他 の 目 的 及 び 利 点 を 後 に 明 ら か に す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 、 一 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 こ の 領 域 に 専 用 の 金 属 層 を 設 け る こ と な く 装 置
の 周 辺 駆 動 回 路 領 域 の 光 を 遮 断 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ） を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し た が っ て 、 画 素 領 域 及 び そ れ に 隣 接 す る 周 辺 領 域 を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ
て 、 シ リ コ ン 基 板 と 、 前 記 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の ア レ イ 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 周 辺 部 を 有 す
る 、 前 記 基 板 の 上 の 第 １ 金 属 層 と 、 前 記 画 素 領 域 の 遮 光 部 及 び 前 記 周 辺 領 域 の 複 数 の 信 号
伝 送 ラ イ ン を 有 す る 、 前 記 第 １ 金 属 層 と 前 記 基 板 と の 間 の 第 ２ 金 属 層 と 、 前 記 第 ２ 金 属 層
の 遮 光 部 の 上 に 存 在 し 、 前 記 第 １ 金 属 層 の 周 辺 部 に ほ ぼ 延 在 す る 壁 部 と を 具 え る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 設 け る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の １ 以 上 の 態 様 に よ る 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 ２ ０ ０ の 部 分 断 面 図 で あ る 。 明 瞭
及 び 簡 単 の た め に 、 本 発 明 に 関 す る 装 置 の 部 分 を 示 す 。 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 ２ ０ ０ を 、 一 般
に は 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ （ ア ク テ ィ ブ 領 域 ） と 、 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ と に 分 割 す る こ と が で き
る 。 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ は 、 画 素 の ア レ イ を 有 し 、 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ は 、 画 素 の 各 々 に 駆 動
信 号 を 供 給 す る 駆 動 回 路 ２ ０ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 ２ ０ ０ は 、 関 連 の 部 分 に お い て 、 シ リ コ ン 基 板 ２ １ ０ と 、 そ の 上 に 順 次 設 け ら
れ た 絶 縁 層 ２ １ ２ 、 液 晶 層 ２ １ ４ 、 イ ン ジ ウ ム 酸 化 第 一 錫 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） の よ う な 透 明 電 極 ２
１ ６ 、 及 び ガ ラ ス 層 ２ １ ８ と を 具 え る 。 第 １ 金 属 層 （ 画 素 金 属 層 ） ２ ２ ０ は 、 絶 縁 層 ２ １
２ の 上 の 液 晶 層 ２ １ ４ の 下 に 設 け ら れ る 。 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ は 、 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ に 形 成
さ れ た 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 ２ ２ ０ ａ と 、 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 ２ ０ ０ の 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ に 形 成 さ
れ た 周 辺 領 域 ２ ２ ０ ｂ と を 有 す る 。 光 透 過 領 域 ２ ２ ２ は 、 画 素 電 極 ２ ２ ０ ａ 間 に 配 置 さ れ
る 。 好 適 に は 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ は 、 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ に お い て ほ ぼ 連
続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ が 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ と 基 板 ２ １ ０ と の 間 に 設 け ら れ る 。 第 ２ 金
属 層 ２ ２ ４ は 、 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ と 、 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ の 信 号 伝 送 ラ イ
ン ２ ２ ４ ｂ と を 有 す る 。 遮 光 部 す な わ ち 壁 部 ２ ２ ６ を 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４
ａ と 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ と の 間 で ほ ぼ 延 在 す る よ う に 設 け る 。 好 適 に は 、
壁 部 ２ ２ ６ を 、 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ と 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ｂ と の 間 の 境 界 で 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ の エ
ッ ジ の 上 又 は 付 近 に 設 け る 。 好 適 に は 、 壁 部 ２ ２ ６ を 、 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ の 周 辺 で 連 続 的
に 形 成 す る 。 ま た 、 好 適 に は 、 壁 部 ２ ２ ６ は 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ を 第 １
金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ に 接 続 す る よ う 垂 直 方 向 に 延 在 す る 。 ま た 、 第 ３ 金 属 層 ２
２ ８ 及 び 第 ４ 金 属 層 ２ ３ ０ を 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ と 基 板 ２ １ ０ と の 間 に 設 け る 。 ま た 、 第
１ 金 属 層 １ ２ ０ 、 第 ２ 金 属 層 １ ２ ４ 、 第 ３ 金 属 層 １ ２ ８ 及 び 第 ４ 金 属 層 １ ３ ０ の 種 々 の 部
分 を 互 い に 接 続 す る た め に 金 属 プ ラ グ 又 は ビ ア １ ３ ２ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 の 形 態 の 種 々 の 適 切 な 素 子 の 動 作 を 説 明 す る 。
画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ に お い て 、 第 ３ 金 属 層 ２ ２ ８ 及 び 第 ４ 金 属 層 ２ ３ ０ は 、 互 い に 直 交 す る
行 列 ラ イ ン を 形 成 し 、 そ れ は 、 下 に あ る 基 板 ２ １ ０ に 形 成 さ れ た 各 画 素 に 対 す る （ 図 ２ に
示 さ な い ） Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 及 び ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ る 。 周 辺 領 域 ２ ０
０ ｂ に お い て 、 第 ３ 金 属 層 ２ ２ ８ 及 び 第 ４ 金 属 層 ２ ３ ０ は 、 駆 動 回 路 ２ ０ ５ の 種 々 の 信 号
を 伝 送 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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好 適 に は 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ を ミ ラ ー （ 画 素 ） 金 属 層 と し 、 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ が 、 周 辺 部 ２
０ ０ ｂ の 基 板 ２ １ ０ に ほ と ん ど 到 達 し な い よ う に 周 辺 部 ２ ０ ０ ｂ に 直 接 当 た る 光 を ほ と ん
ど 遮 断 す る 。 同 様 に 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ は 、 画 素 電 極 ２ ２ ０ ａ 及 び 第 ３
金 属 層 ２ ２ ８ と 共 同 し て 、 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ の 基 板 に ほ と ん ど 到 達 し な い よ う に 画 素 領 域
２ ０ ０ ａ に 直 接 当 た る 光 を ほ と ん ど 遮 断 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
同 時 に 、 壁 部 ２ ２ ６ は 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ 及 び 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺
部 ２ ２ ０ ｂ と 共 同 し て 、 装 置 ２ ０ ０ の 周 辺 部 ２ ０ ０ ｂ の 基 板 ２ １ ０ に 指 導 さ れ 又 は 反 射 さ
れ な い よ う に す る よ う （ 光 透 過 領 域 ２ ２ ２ を 通 じ て 画 素 領 域 ２ ０ ０ ａ に 入 射 す る 光 の よ う
な ） 光 を ほ と ん ど 遮 断 す る 遮 光 構 造 を 形 成 す る 。 し た が っ て 、 周 辺 領 域 ２ ０ ０ ａ の 第 ２ 金
属 層 ２ ２ ４ の 一 部 を 遮 光 専 用 に す る 必 要 が な く な り 、 そ れ を 、 第 ３ 金 属 層 ２ ２ ８ 及 び 第 ４
金 属 層 ２ ３ ０ と 共 同 し て 駆 動 回 路 の 信 号 を 伝 送 す る 信 号 伝 送 ラ イ ン ２ ２ ４ ｂ を 形 成 す る こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 駆 動 回 路 に 必 要 な 領 域 、 し た が っ て 、 全 装 置 サ イ ズ を 減 少 す る
こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 更 に 多 く の 装 置 を ウ エ フ ァ 上 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と が で き 、
生 産 量 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 実 施 の 形 態 に お い て 、 壁 部 ２ ２ ６ は 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ と 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ と の 間 で 垂
直 方 向 に 延 長 す る と と も に こ れ ら を 接 続 す る た め に 約 １ μ ｍ の 高 さ を 有 す る 。 こ の 場 合 、
壁 部 ２ ２ ６ の 厚 さ を 約 ０ ． ６ μ ｍ と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 適 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 壁 部 ２ ２ ６ は 、 垂 直 に 延 在 す る 孔 を 絶 縁 層 ２ １ ２ に パ タ ー ン
化 す る と と も に 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 堆 積 前 に 遮 光 材 料 を 堆 積 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る
。 ま た 、 好 適 に は 、 壁 部 ２ ２ ６ を タ ン グ ス テ ン に よ っ て 構 成 す る 。 こ の 場 合 、 遮 光 壁 ２ ２
６ は 、 絶 縁 層 ２ １ ２ の ビ ア ２ ３ ２ と 同 一 材 料 で 構 成 さ れ 、 し た が っ て 、 他 の 処 理 工 程 を 必
要 と し な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し な が ら 、 他 の 遮 光 材 料 及 び 製 造 方 法 を 用 い る こ と も で き る 。 他 の 実 施 の 形 態 に お い
て 、 他 の 不 透 明 絶 縁 材 料 （ 例 え ば 、 Ｔ ｉ Ｎ ） の 層 を 用 い て 、 遮 光 壁 部 ２ ２ ６ を 形 成 す る こ
と が で き る 。 こ の 場 合 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ に 存 在 す る 電 位 又 は 電 気 信 号
は 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ に 存 在 す る 電 位 又 は 電 気 信 号 と 異 な る 。 し た が っ
て 、 例 え ば 、 第 ２ 金 属 層 ２ ２ ４ の 遮 光 部 ２ ２ ４ ａ を 接 地 す る の が 便 利 で あ る 場 合 、 不 所 望
な 電 気 的 な シ ョ ー ト が 生 じ る の を 防 止 す る た め に 、 第 １ 金 属 層 ２ ２ ０ の 周 辺 部 ２ ２ ０ ｂ を
ア ー ス か ら 絶 縁 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 幾 多 の 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 周 辺 領 域 に 個 別 の 専 用 の 遮 光 層 を 有 す る 従 来 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 装 置
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の １ 以 上 の 態 様 に よ る 遮 光 構 造 を 有 す る Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 部 分
断 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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摘要(译)

反射型液晶显示（LCD）器件是包括形成在器件的外围区域中的第一金
属层（220）（像素金属层）和形成在器件的像素区域中的第二金属层
（224）的器件并且壁部分（226）在遮光部分之间延伸。该结构防止光
到达器件外围区域中的衬底。因此，在器件的外围区域中形成的第二金
属层的一部分可用于信号传输。
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